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「保育所待機児童ゼロ作戦」を展開！ 

定員を1000人拡大します。 

～保育所待機児童解消の取組みについて前川区長が記者会見～ 

と き ５月19日（木） 午後４時00分～午後５時00分 

と こ ろ 練馬区役所（練馬区豊玉北６-１２-１） 

19日、前川燿男（まえかわあきお）練馬区長が記者会見を行い、新たな取組みとして「保育所待機

児童ゼロ作戦」を発表した。当初の予定どおり平成29年４月の待機児童解消を強力に推進する。 

【区のこれまでの取組み】 

 「区は大幅な定員枠の拡大を着実に実施し、平成25～27年都内最大の2,657人の整備をしてきた。

さらに平成27年度には、練馬独自の幼保一元化施設『練馬こども園』を創設し、926人の定員を確

保した。これにより、５年間で4600人分の定員枠を拡大した。定員枠は５年前の1.4倍にも上る。」 

【平成28年４月１日の待機児童の状況】 

「平成28年４月１日の待機児童数は166人となり、昨年から10人減少した。166人のうち、０～

２歳児で164人を占めており、特に１歳児が122人と突出している。３～５歳児は、近年の施設整

備と練馬こども園の創設により解消した。ゼロ作戦では、０～２歳児を重点的に取組む。」 

【待機児童ゼロに向けた新たな取組み】 

 「平成29年４月に向け1000人の定員を拡大する。施設の新規整備（700人）のほか、既存施設の

定員枠の拡大（200人）、１歳児１年保育の導入（100人）の定員拡大を行う。この３つを組合せ、

待機児童の多い０～２歳児に集中し、０～２歳児で800人、うち１歳児に500人の定員を確保する。 

【待機児童対策のあり方】 

「待機児童対策は、本来、育児休業や児童手当も含めた総合的な取組みが欠かせない。国に対し、

抜本的な対策を強く求めていくが、目前の待機児童解消に向け、区は全力で取り組む。 

練馬こども園を一層推進するとともに、在宅子育て、保育ママ、小規模保育、認証保育所、幼稚

園、認可保育所それぞれを充実し、サービスを選択できる子育て環境を整えていく。」 

 

【待機児童数と定員枠の推移】 

 



 

 

 

【保育所待機児童ゼロ作戦の概要】 

 

 
 

① 保育施設の新規整備（７００人） 

 ・ ７００人の定員枠拡大のうち、０～２歳児が５００人を占める 

 ・ 小規模保育事業等の在籍児童が３歳になった際に転園先がみつからない、いわゆる 

「３歳の壁」は区独自制度の「練馬こども園」（926人分の定員を確保）等により対応 

 

② 既存施設の定員枠拡大（２００人） 

 ・ 区立・私立の認可保育園を中心に、既存の施設を有効活用し、待機児童の多い１～２ 

歳児の定員枠を200人分拡大 

 ・ 保育の現行水準は確保（現行の児童一人あたりの面積基準や保育士の配置基準は維持） 

 

③ １歳児１年保育の導入（１００人） 

・ 待機児童を期間限定で預かるため、一時預り事業を活用・拡充して、保育所等への入所が決ま 

るまでの間、一定期間（年度内、月単位等）を定め、保育サービスを提供する事業。 

国も補助制度の拡充を検討中。 

・ 特に待機児童の多い１歳に限定し、区立・私立保育園合わせて100人の枠を予定 

・ 区立保育園や区立幼稚園の遊戯室、空き教室を転用し、専用室を設置 

（区立幼稚園を活用した定期利用保育は都内初） 

 

 

 

 

 

 

 



 

【保育定員増加数の23区上位比較】 

 

 
 

 

【問合せ】 

内 容 所管課（問い合わせ先） 

 保育所待機児童ゼロ作戦について 
保育計画調整課 

５９８４－４６８６ 

 練馬こども園について 
こども施策企画課 

５９８４－１３３２ 

 
 


